
　　　　

2025 年 2 月 7 日

8 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 てらす岡田 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念 関係法規を遵守し、他の社会資源との連携を図った適正且つ、きめの細かいサービスの提供を行ないます。

支援方針

運動や机上課題、遊びを通して身体・言語の発達を促す療育を行います。個別にスケジュールの導入や構造化を図り、苦手なこと（片付けや切り替え等）もスムーズにできるよう支援して
いきます。コミュニケーションの獲得に簡単なゲームで遊んだり、手遊び歌、絵本の読み聞かせ等も行います。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

①健康状態の把握：来所時の検温実施及び心身の異変等の体調確認　②健康の増進：睡眠、食事、排泄等の基本的な生活リズムを身につけられるよう支援する。　③リハビリテーションの
実施：それぞれの子どもに適した日常生活動作の訓練をする。　④基本的生活スキルの獲得：カバン等をロッカーへ片付ける～のルーティンを身につけ、着替えやトイレなど、自分の身の
回りのことが自分で出来るよう基本的技能の習得と習慣づけを行う。　⑤構造化等により生活環境を整える：絵カード等の視覚的な支援の他、パーテーションを利用した個別空間の設置
等、特性に配慮している。

①姿勢と運動動作の向上：粗大運動としてのサーキットトレーニングや散歩、公園等での屋外遊び、微細運動としての季節の製作（工作）、お絵描き（塗り絵）、文字を書く等を遊びを通
じて行っている。　②姿勢と動作の補助的手段の活用：座位安定の為のイスや足置き台、トイレ内の手すり、持ちやすい筆記具などを用いた支援をしている。　③保有する感覚の総合的な
活用：それぞれの子どものもつ感覚の特性に配慮し、遊びを通して視覚・聴覚・臭覚・味覚・触覚・固有感覚・前庭覚を刺激し感覚統合が育まれるよう支援する。

①認知の発達と行動の習得：レクリエーション活動や遊びのなかで、感覚刺激を感知し知覚から認知へ結びつけ、自ら判断でき行動できるように支援して見る力、真似する力、イメージす
る力、考える力、判断する力を養っていけるようにしていく。（はさみやのりを使った制作や五感を刺激するリズム運動など）　②空間・時間・数等の概念形成の習得：スケジュール中で
の時計を見る習慣づけや、はめ絵やパズル、イラストカードを使用したグループ分け等の遊びや、ルールや役割の理解のもとでの駄菓子屋さん等のごっこ遊び、調理実習での計量・時間・
手順理解等を通しての支援を行っている。　③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得：レクリエーション活動のなかで、始まりと終わりの理解や目と手の協応の発達、見分ける
力、見比べる力を養えるようビジョントレーニング等を行っている。

①言語の形成と活用：楽しく遊びながら「かして」「ください」「いやよ」「ありがとう」等の言葉のやりとりをし、自分の気持ちや状態を伝えることができるよう支援する。　②言語の
受容及び表出：活動でのルール説明や指示を子どもの理解状況に合わせて、言葉がけや視覚的に理解できる絵等を使ったやり方表を用いやりとりして支援している。また、個別遊びの際
写真やイラストのカードから自分の遊びたいモノを選択してもらい、カードを提示し「かしてください」等の発声を促している。　③コミュニケーションの基礎的能力の向上：一緒に遊ぶ
なかで、子どものペースやタイミングに合わせ真似をしたり、気持ちを代弁したり、修正や付け加えをしながら楽しく関係性を育めるよう努めている。　④コミュニケーション手段の選択
と活用：話し言葉や文字・記号、絵カード・気持ちカード等を活用し、自分の気持ちが伝えられるよう支援し、終わりの会等で個人別の発表の機会を設けている。

他者との関わり（人間関係）の形成：子どもの相手による反応の違い、他者との関わり方を観察し、身体を使った遊びやその子どもの好きな遊び（玩具等）を媒介に関わりの接点をつくっ
ていく支援をしている。　②自己の理解と行動の調整：集団活動を通して周囲と自己の違いを漠然とでも理解出来るよう寄り添い、その子どもの良い面をほめながら他児との関わりがス
ムーズにいくよう仲介する。　③仲間づくりと集団への参加：子どもの気持ちに寄り添いながら活動に参加出来るよう促し、その子どもの理解力に応じた説明や視覚的に解り易い絵での手
順書等で、ルール遊びを行い他児とうまく関わる経験を通じて、自信と人と関わることは楽しいと思える気持ちが育めるよう支援していく。

主な行事等

季節の行事（新春・節分・お花見・水遊び・ハロウィン・クリスマス）を実施
毎月の季節の製作、お出かけ等の野外活動（公園・公共及び民間施設）を行っている。
年2回の避難訓練の実施

家族支援

子どもの障害の特性に配慮し、子ども自身が日常生活をおくるうえで困っている
ことをお伝えし、その困り感のために行っている支援方法を共有し、「育ち」や
「暮らし」の安定に繋げれるよう保護者の方に寄り添えれるよう努める。連絡
ノートの活用や活動中の写真の提供も行う。関係者や関係機関とも連携してい
く。

移行支援

入園・進級・入学等のライフステージの移行における環境の変化に配慮
し、社会生活上の平等の権利を受けることや地域社会への参加が出来る支
援を受けられるようして行く。ライフステージの切り替えを見据えた将来
的な移行の準備を行う。保育園・幼稚園や他の並行利用先との情報共有や
連携に努めている。

地域支援・地域連携

図書館や体育館・公園など地域の公共施設の利用を図り地域資源を活用してい
る。保育園・幼稚園や地域の子育て支援等の関係機関との情報共有や連携を図っ
ている。また、個別のケース検討の為の会議の開催、自立支援協議会等への参加
をしている。

職員の質の向上

災害対策（防火・防災・防犯・BCP）避難訓練、虐待防止対応、身体拘束
適正化、感染症対策（BCP）、ハラスメント防止、法令順守、事故防止
（送迎対応）の研修を委員会設置にて実施している。また、事業所内研修
（勉強会）を毎月実施している。


